
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時

　

12
月
22
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

※
午
前
11
時
30
分
か
ら
コ
ー
ヒ
ー

　

と
茶
菓
子
の
接
待
あ
り

▽
場
所　

邑
久
郷
土
資
料
館

【
人
形
劇
演
目
】

　

・
ろ
く
べ
え　

ま
っ
て
ろ
よ

　

・
キ
ャ
ベ
ツ
畑
の
昼
下
が
り

　

・
プ
ル
ル
く
ん

　

・
ク
ワ
ン　

ク
ワ
ン

※
午
前
と
午
後
の
内
容
は
同
じ
で
す
。

【
展
示
物
】

　

・
竹
田
喜
之
助
氏
の
紹
介

　

・「
つ
き
み
草
」
の
生
い
立
ち

　

・
こ
れ
ま
で
上
演
し
た
作
品
の
紹
介

▽
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

つ
き
み
草　

妹
尾
さ
ん

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
８
３
７

　　12月 28 日（金）

☎
☎
☎

BooKs

▽
日
時　

12
月
22
日
（
土
）
午
前

　

10
時
〜
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽ 

講
師　

せ
と
う
ち
お
も
ち
ゃ
の

病
院
の
皆
さ
ん

▽
参
加
費　

50
円
（
材
料
代
）

▽
持
ち
物　

は
さ
み
、
筆
記
用
具

▽
定
員　

30
人

※
12
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
。
先

　

着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
公
民
館

あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
い
な
い
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
。「
ア

ス
リ
ー
ト
」
と
し
て
の
選
手
の
姿
を
紹
介
し
、
同
時

に
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
問
題
点
を
提
起
し
て
い
る
こ

の
１
冊
に
は
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
知
っ
て
欲
し
い

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

よ
う
こ
そ
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ

伊
藤
数
子
…
箸　

廣
済
堂
出
版

けんかしたって仲直りできるんだよ
富田富士也…著　十月舎

 

結
成
15
周
年
を
記
念
し
て
上
演

 

人
形
劇
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

竹
田
喜
之
助
氏
の
作
り
出
し
た

人
形
の
繊
細
な
動
き
、
技
術
、
作

り
方
を
後
世
に
継
承
す
る
た
め
に

結
成
さ
れ
た
糸
あ
や
つ
り
人
形
劇

団
「
つ
き
み
草
」
は
、
今
年
で
満

15
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
ま
た
劇
団

の
活
動
を
支
援
す
る
皆
さ
ん
に
感

謝
を
込
め
て
、
人
形
劇
を
上
演
し

 

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

 

ケ
ー
キ
作
り
と
お
も
ち
ゃ
作
り

　

12
月
の
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
、
こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
「
ク

リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り
」
と
「
お

も
ち
ゃ
作
り
」
で
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
サ
ン
タ
の
似
顔
絵
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
作
り
】

▽ 

日
時　

12
月
16
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
０
時
30
分

▽
場
所　

牛
窓
町
公
民
館

▽ 

講
師　
あ
い
の
光
医
院
・
牛
窓
栄
養
士

▽
参
加
費　
５
０
０
円(

材
料
代)

▽ 

持
ち
物　

三
角
巾
、エ
プ
ロ
ン
、

布
巾
（
食
器
用
）

▽
定
員　
20
人（
市
内
在
住
小
学
生
）

※
12
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
。
先

　

着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

牛
窓
町
公
民
館

【
お
も
ち
ゃ
作
り
】

教育・心理カウンセラーの筆者が、人間関係に悩む
10 代に向けて、言葉の使い方、態度、物の見方・
考え方などについて「心の作法」をアドバイス。子
どもへの接し方を考えるきっかけにもなる、大人に
もお勧めの１冊です。

喜之助フェスティバルで披露した「プルルくん」

楽しみながらケーキを作りませんか

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
こ
れ

ま
で
、
佐
竹
徳
画
伯
と
戦
前
か
ら

交
流
が
あ
り
、
戦
後
も
十
和
田

湖
へ
の
写
生
旅
行
に
同
行
す
る
仲

だ
っ
た
金
山
平
三
や
、
佐
竹
画

伯
が
牛
窓
で
制
作
活
動
を
始
め
る

き
っ
か
け
と
な
る
オ
リ
ー
ブ
園
を

案
内
し
た
旧
友
阿
藤
秀
一
郎
と
の

企
画
展
示
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
大
倉
道
昌
画
伯
を
紹

介
し
ま
す
。

大
倉
道
昌
と
は

　

大
倉
画
伯
は
、
大
正
14
（
１
９

２
５
）
年
に
岡
山
市
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
祖
父
と
母
は
瀬
戸
内
市
長

船
町
福
岡
の
生
ま
れ
で
し
た
。
岡

山
県
第
一
岡
山
中
学
校
（
現
県
立

岡
山
朝
日
高
等
学
校
）在
学
中
に
、

洋
画
県
展
連
盟
賞
を
受
賞
し
、
早

く
か
ら
才
能
を
現
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
美
術
学
校
（
現
東
京
藝
術

大
学
）
油
絵
科
へ
進
み
、
安
井
曾

太
郎
・
伊
藤
廉
・
硲は

ざ
ま

伊
之
助
の
三

氏
に
師
事
し
、
そ
の
豊
か
な
才
能

を
開
花
さ
せ
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
外
務
省
内
で
外
務
省

職
員
愛
好
家
を
対
象
に
絵
を
教
え

た
り
、
都
立
高
校
に
勤
務
し
な
が

ら
制
作
活
動
を
行
い
、
昭
和
37
年

に
、
岡
山
で
個
展
を
開
催
し
ま
し

た
。
ま
た
児
童
小
説
の
挿
絵
も
描

い
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
39
年
に
フ
ラ
ン
ス
へ
渡

り
、
以
後
は
各
国
か
ら
多
く
の
画

家
が
集
ま
る
パ
リ
に
在
住
し
て
制

作
を
続
け
、
セ
ー
ヌ
河
畔
、
リ
ュ

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
な
ど
光
あ
ふ

れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
風
景
や
静
物
な

ど
を
パ
リ
風
油
絵
具
の
色
遣
い
で

描
い
て
い
ま
す
。

　

昭
和
43
年
に
サ
ロ
ン（
展
示
会
）

に
出
品
し
た
作
品
「
窓
」（
50
号
）

が
パ
リ
市
の
買
い
上
げ
と
な
り
、

昭
和
44
年
に
は
、
東
京
、
岡
山
な

ど
で
個
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

大
倉
画
伯
は
テ
レ
ビ
番
組
の
中

で
、
渡
仏
し
た
理
由
を
「
師
匠
で

あ
る
安
井
、
硲
先
生
の
勧
め
で
、

ど
う
し
て
油
絵
具
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
生
ま
れ
た
の
か
を
探
求
し
に
、

パ
リ
へ
や
っ
て
き
た
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

ま
な
び
の
部
屋

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

健
康
ラ
イ
フ

き
続
け
ま
し
た
。

　

大
倉
画
伯
の
個
展
が
岡
山
で
開

催
さ
れ
る
と
、
佐
竹
画
伯
は
会
場

に
足
を
運
び
、
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
二
人
は
お
互
い
の
芸
術
を
認

め
合
っ
た
仲
で
し
た
。

　

大
倉
画
伯
は
お
だ
や
か
な
人
柄

で
あ
り
な
が
ら
、
時
流
に
流
さ
れ

ず
自
ら
の
芸
術
的
主
張
を
貫
き
、

パ
リ
で
仕
事
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
清
潔
な
制
作
姿
勢
か
ら
、

孤
高
の
人
と
評
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
「
オ
リ
ー
ブ
の
仙
人
」
と
呼
ば

れ
親
し
ま
れ
た
佐
竹
徳
画
伯
と

は
、
お
互
い
に
ど
こ
か
通
じ
る

部
分
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

大倉道昌作「入江の松」

　

平
成
15
年
に
、
フ
ラ
ン
ス
在
住

40
年
記
念
展
を
岡
山
で
開
催
し
た

際
に
、
岡
山
朝
日
高
等
学
校
の
同

窓
会
誌
に
寄
せ
た
寄
稿
文
に
は
、

「
岡
山
に
着
く
と
最
初
に
行
く
と

こ
ろ
は
旭
川
、
相
生
橋
か
ら
川
沿

い
に
岡
山
城
跡
ま
で
足
を
運
ぶ
」

「
セ
ー
ヌ
河
畔
を
歩
い
て
い
て
ふ

と
思
い
浮
か
ぶ
の
が
旭
川
、
リ
ュ

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
に
入
る
と
後

楽
園
を
思
い
出
す
」
な
ど
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　

大
倉
画
伯
の
作
品
は
、
高
度
な

技
術
に
裏
付
け
ら
れ
、
西
欧
の
伝

統
の
上
に
立
っ
た
格
調
高
い
も
の

と
評
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
美

し
い
色
彩
に
は
温
か
い
人
柄
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

佐
竹
徳
と
の
交
流

　

一
方
の
佐
竹
画
伯
は
、
明
治
30

（
１
８
９
７
）
年
に
生
ま
れ
、
若

く
し
て
帝
展
で
特
選
を
受
賞
す
る

な
ど
才
能
を
認
め
ら
れ
た
画
家
で

し
た
。

　

昭
和
34
年
に
牛
窓
の
緑
に
魅
せ

ら
れ
て
以
降
、
制
作
の
拠
点
を
牛

窓
に
移
し
、
平
成
10
年
に
亡
く
な

る
ま
で
40
年
近
く
オ
リ
ー
ブ
を
描

大倉画伯（写真中央）の個展会場で談笑する佐竹画伯（写真左）
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